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在宅医療サービスの現状
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　現在，在宅医療が新しい医療サービスとして，注目を集めている．
　そもそも当社が在宅医療サービスを始めたのは，1991年のことである．当時の日本では，施設ケ
アが中心で，治療は通院や入院して受けるものというのが一般的であった．しかし，高騰する国民
医療費の抑制，在宅での療養を求める患者の希望などから，日本の医療にも在宅医療という新しい
選択肢が必要と考え，サービスを開始した．
　当初は，世田谷区八幡山にある当社のセンターに無菌調剤室をもった調剤薬局を開設．在宅で中
心静脈栄養療法を行う患者に対して，主治医の処方箋に基づき調剤を行い，栄養輸液の提供を始め
た．また，主治医の指示に基づき，患者の在宅での療養をサポートする訪問看護サービスも同時に
開始した．現在では，調剤i薬局は大阪にも開設し，訪問看護iの拠点も大阪，名古屋などに拡大，患
者数も累計では3000名を越えている．提供するサービスメニューも，脳血管疾患後遺症等の在宅リ
ハビリ，糖尿病の在宅療養，在宅疹痛療法，在宅血液透析療法，CAPD・APD療法，在宅人工呼吸
療法，経管栄養療法などに幅を広げている．
　何よりもこのサービスを提供していてうれしいのは，患者に大変喜ばれることである．例えばガ
ンの末期患者が退院を果たし，当社の看護婦のサポートで娘の結婚式に出て花嫁姿に感激した．ま
た，やはりガンの患者で四国八十八カ所の霊場をめぐるお遍路の旅に出たときに，行く先々の旅館
に栄養輸液を送り，旅先で点滴をしながら無事旅を終えることができた，など枚挙にいとまがない．
　この5月からは，在宅医療の患者向けに新たにオンラインの在宅医療支援システムを始めた．こ
のシステムは，患者の自宅に血圧，体温，脈拍数，動脈血酸素飽和度，心電計，血糖値などを測定
する検査機器とコントローラーを設置．主治医が指定した検査項目を患者が測定すると，電話回線
で当社ナースセンターに測定データを送信する．センターの看護婦は主治医の指示で検査項目ごと
に設定した上，下限値に対し，異常があれば主治医に連絡する．当初3カ月は無料で試行している
が，患者の病状の的確な把握に効果を発揮していると聞いている．
　今後も，在宅医療サービスを拡充していくとともに，医療機関との連携をさらに深め，患者に喜
ばれる在宅医療サービスの提供に努めていきたい．
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